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富

(日 )

崎  日 新  聞

川
崎
礼
子
副
社
長
《６０
）
は
川

崎
社
長
の
妻
で
、
総
務
（人
事
、

財
務
▼
営
業
の
他
、
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
管
理
に
も
目
を
配
り
、
経

営
全
般
を
担
当
す
る
。
毎
年
行

う
事
業
発
表
会
で
は
全
社
員
と

川
崎
友
裕
社
長
（６８
）
は
２０
歳

治
体
向
け
に
自
社
ソ
リ
ュ
ー
シ

懇
談
す
る
こ
と
が
楽
し
み
。
モ

の
時
に
訪
れ
た
海
外
で
、
大
手
　
ョ
ン
を
展
開
。
防
災
減
災
コ
ン
　
ッ
ト
ー
は
「日
日
是
好
日
、日
日

物
流
企
業
な
ど
の
業
務
が
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
に
管
理
さ
れ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を
目
の
当
た

り
に
し
、

「日
本
に
も
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
社
会
が
来
る
」
と
確

信
。
２２
歳
で
地
元
宮
崎
に
宮
購

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

（現
Ｍ
Ｊ

Ｃ
）
を
設
立
し
た
。

経
営
理
念
は

「情
報
通
信
技

術
（Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
通
じ
た
地
域
・

社
会
へ
の
貢
献
」
。Ｉ
Ｔ
不
況
や

急
激
な
技
術
革
新
な
ど
に
対
応

し
な
が
ら
業
容
を
着
実
に
拡
大

発
展
し
て
き
た
。
４７
年
間
で
培

っ
た
多
彩
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
高
度

な
Ｉ
Ｔ
技
術
力
で
、
全
国
の
自

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
消
防
局
業

務
、
救
急
医
療
業
務
な
ど
を
Ｍ

Ｊ
Ｃ
の
シ
ス
テ
ム
が
支
え
る
。

命
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
、
社

員
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
努
力
し
て
き
た
。
首
都
圏
を

中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぎ
、
宮

崎
で
行
う
「高
度
エ
ア
シ
ョ
ア

開
発
」
も
実
現
。創
業
５０
周
年
を

旦

副
に
信
頼
す
０
欝

評

員

と

さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を

霞
指
す
。
宮
崎
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
セ
ン
タ
ー
取
締
役
会
長
、
県

情
報
産
業
協
会
会
長
も
務
め
る
。

感
謝
」
。
３
人
の
子
ど
も
を
育
て

た
経
験
を
生
か
し
、
女
性
が
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
も
知

恵
を
絞
る
。
「優
秀
な
人
材
に
長

く
働
い
て
ほ
し
い
。
家
族
を
大

切
に
し
な
が
ら
仕
事
も
し
っ
か

り
で
き
る
。
風
通
し
の
い
い
会

社
に
し
た
い
」
と
語
る
。趣
味
は

旅
行
。海
で
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
を
楽
し
む
。

青
柳
克
隆
取
締
役
執
行
役
員

専
務
（６０
）
は
、
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業

の
出
身
で
、
関
東
圏
の
責
任

者
。
本
社
と
連
携
し
、
首
郭
圏

か
ら
開
発
案
件
や
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
案
件
を
継
続
的
に
富
幡
へ

持
ち
帰
る
こ
と
に
注
力
。
座
右

の
銘
は
「
い

つ
も
自
然
体
」
。

″
全
体
最
適
″
を
常
に
考
え
て

決
断
し
、
経
営
に
貢
献
す
る
こ

と
を
心
掛
け
る
。　
軍
住員
の
要

望
、
課
題
を
吸
い
上
げ
、
会
社

が
良
い
方
向
へ
向
か
う
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
」
。
休
日
は

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
の
運
転
や
登
山

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。墓

桑

苗

身
。

川
崎
裕
介
取
締
役
執
行
役
員

常
務
経
営
企
画
本
部
長
（３２
）
は

川
崎
社
長
Ｉ
Ｃ
Ｔ
通
じ
社
会
貢
献

川
崎
　
友
裕
　
　
川
崎
　
礼
子
　
　
青
柳
　
克
隆
　
　
川
崎
　
裕
介

社
長
　
　
　
　
副
社
長
　
　
　
　
　
専
務
　
　
　
　
　
常
務

会
社
概
要
　
九
州
最
大
級
の
独
立
系
Ｉ
Ｔ
企
業
で
、

１
９
７
２
（昭
和
４７
）
年
設
立
。防
災
・減
災
対
策
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
緊
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
、
消
防
統

計
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
全
国
の
自
治
体
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。大
手
企
業
の
製
造
、
電
力
、ガ
ス
、通
信
、流
通
、
金
融

シ
ス
テ
ム
の
開
発
も
手
掛
け
る
。社
員
数
約
３
０
０
人
。

新
卒
採
用
は
九
州
の
国
立
大
を
中
心
に
地
元
出
身
者
も

多
数
。毎
年
１５
人
程
度
。
資
本
金
１
億
円
。
支
社
は
東

京
、大
阪
、福
岡
。
本
社
は
宮
崎
市
霧
島
２
の
８４
の
１
。
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28

アラカル ト
社 長 室 の璧

に飾 って い る

30号 (長辺 が
縁結びの逸話持つ絵

川
噛
社
長
の
長
男
。
大
手
Ｉ
Ｔ

企
業
を
経
て
２
０
１
４
年
に
入

社
。
経
営
方
針
の
策
定
と
実

行
、
全
社
の
営
業
全
般
を
統
括

す
る
。

「社
員
の
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
、
全
社
員

一
丸

と
な
っ
て
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
を
目
標
に
、
社
員
が
笑

顔
で
仕
事
を
し
、
地
元
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
」
と
語

る
。
モ
ッ
ト
ー
は

「失
敗
は
麹

分
の
糧
、
成
功
は
曽
さ
ま
の
お

か
げ
」
。
謙
虚
な
姿
勢
と
感
謝

の
心
を
大
事
に
し
て
い
る
。
１

男
１
女
の
父
。

（久
保
野
剛
）

＝
第
２
、
４
水
曜
国
掲
載
＝

約 90事
ン)の油彩 は、川崎社長 と親交 の

深 い元 トッパ ン・フ ォームズ社 長 の

福 田泰 弘 氏 の 作 品 。秋 の薬 師 寺 (奈
良 )の風景 を描 いている。米国経済紙
「フ ォープス」の顧 間 (米の元 国防長
宮 )か らの依頼 でニ ュー ヨークの展
覧会 に出品 した際、米 国へ赴任 す る

若手社員 に頼 み、絵 を手荷物 として

機 内 ビジネ ス クラス に持 ち込んで も

らった。 そ こで親切 に して くれた客

室乗務員 の女ザ隆と後 ほ ど結婚 した と

い う。 この逸話 に 「ご縁 を生 む、幸

運 を呼ぶ絵」 と譲 り受 けた。川崎社

長 は 「眺めるたび に、豊 かで穏やか

な気持 ちにな る」 と話 している。

姿




